
〈開
かい　さい　こう

催校一
いち

覧
らん

〉

2023 年

９月13日（水）	 東
とう

京
きょう

都
と

	 葛
かつ

飾
しか

区
く

立
りつ

清
せい

和
わ

小
しょう

学
がっ

校
こう

10月16日（月）	 神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

	 横
よこ

浜
はま

市
し

立
りつ

神
かみ

橋
はし

小
しょう

学
がっ

校
こう

10月18日（水）	 神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

	 小
お

田
だ

原
わら

市
し

立
りつ

三
さん

の丸
まる

小
しょう

学
がっ

校
こう

10月23日（月）	 東
とう

京
きょう

都
と

	 八
はち

王
おう

子
じ

市
し

立
りつ

鹿
か

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう

10月25日（水）	 千
ち

葉
ば

県
けん

	 山
さん

武
む

市
し

立
りつ

南
なん

郷
ごう

小
しょう

学
がっ

校
こう

10月30日（月）	 埼
さい

玉
たま

県
けん

	 狭
さ

山
やま

市
し

立
りつ

笹
ささ

井
い

小
しょう

学
がっ

校
こう

11月７日（火）	 千
ち

葉
ば

県
けん

	 浦
うら

安
やす

市
し

立
りつ

浦
うら

安
やす

小
しょう

学
がっ

校
こう

11月９日（木）	 山
やま

梨
なし

県
けん

	 笛
ふえ

吹
ふき

市
し

立
りつ

春
か す が

日居
い

小
しょう

学
がっ

校
こう

「国
こ く

際
さ い

音
お ん

楽
が く

の日
ひ

」について

知
し

ってますか？～10月
がつ

1
ついたち

日は「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です～

1977 年
ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こくさいおんがく

際音楽評
ひょうぎかい

議会という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
とし

の1978 年
ねん

から毎
まい

年
とし

10 月
がつ

1
ついたち

日

を、世
せ

界
かい

の人
ひとびと

々が音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こうりゅう

流を深
ふか

めていくために「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」とすることに

しました。日
に

本
ほん

では、1994 年
ねん

から毎
まい

年
とし

10 月
がつ

1
ついたち

日を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定
さだ

めています。

「学
がっ

校
こう

巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

」 小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

において文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

による実
じつ

演
えん

芸
げい

術
じゅつ

の巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

を行
おこな

い、子
こ

供
ども

たちが質
しつ

の高
たか

い	

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

・体
たい

験
けん

する機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

するとともに、子
こ

供
ども

たちの豊
ゆた

かな創
そう

造
ぞう

力
りょく

・想
そう

像
ぞう

力
りょく

や、思
し

考
こう

力
りょく

、コミュニケーション能
のう

力
りょく

など

を養
やしな

い、将
しょうらい

来の芸
げい

術
じゅつ

家
か

や観
かんきゃくそう

客層を育
いく

成
せい

し、優
すぐ

れた文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

の創
そう

造
ぞう

に資
し

することを目
もく

的
てき

としています。

ワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又
また

は鑑
かんしょう

賞指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、実
じつ

演
えん

においては、子
こ

供
ども

たちが参
さん

加
か

できる工
く

夫
ふう

を行
おこな

います。

こう  えき ざい  だん  ほう じん とう きょう  に   き   かい

公益財団法人 東京二期会

二期会合唱団
に　　　　き 　　 かい　　　がっ　　 しょう　 だん

合唱公演
がっ      しょう      こう      えん

令和５年度  学校巡回公演事業

舞台芸術等総合支援事業（学校巡回公演）
独立行政法人 日本芸術文化振興会



指
し

揮
き

ソプラノ

アルト

テノール

バス

ピアノ

ザラストロ / 倉
くら

本
もと

晋
しん

児
じ

　　タミーノ / 児
こ

玉
だま

和
かず

弘
ひろ

　　夜
よる

の女
じ ょ お う

王 / 清
きよ

野
の

友
ゆ

香
か

莉
り

　　パミーナ / 湯
ゆ

浅
あさ

桃
もも

子
こ

パパゲーノ / 近
こん

藤
どう

圭
けい

　　パパゲーナ / 秋
あき

津
つ

緑
みどり

　　鳥
とり

（語
かた

り） / 松
まつ

廼
の

家
や

八
はち

好
こう

合唱

演
えんしゅつ

出

衣
いしょう

裳デザイン

衣裳操
そう

作
さ

舞
ぶ

台
たい

監
かん

督
とく

河
かわ

原
はら

哲
てつ

也
や

秋
あき

津
つ

緑
みどり

、石
いし

野
の

真
ま

帆
ほ

、大
おお

網
あみ

かおり、清
きよ

野
の

友
ゆ

香
か

莉
り

、栄
さかえ

千
ち

賀
か

、新
しん

宅
たく

かなで

山
やま

﨑
さき

わかな、湯
ゆ

浅
あさ

桃
もも

子
こ

喜
き

田
た

美
み

紀
き

、北
きた

爪
づめ

和
かず

代
よ

、櫻
さくら

井
い

日
ひ

菜
な

子
こ

、豊
とよ

島
しま

由
ゆ

佳
か

、坂
ばん

野
の

アンナ、東
ひがし

裕
ゆう

子
こ

、山
やま

西
にし

さや香
か

荒
あら

木
き

俊
とし

雅
まさ

、大
おお

野
の

光
みつ

彦
ひこ

、児
こ

玉
だま

和
かず

弘
ひろ

、鈴
すず

木
き

利
とし

幸
ゆき

、前
まえ

橋
はし

隼
たか

也
や

近
こん

藤
どう

圭
けい

、倉
くら

本
もと

晋
しん

児
じ

、桜
さくら

井
い

翔
かける

、佐
さ

原
はら

壮
そう

也
や

、宮
みや

本
もと

聡
とし

之
ゆき

、吉
よし

原
はら

裕
ゆう

作
さく

関
せき

根
ね

寿
ひさ

代
よ

二期会合唱団

生
いく

田
た

みゆき

加
か

藤
とう

礼
れい

次
じ

朗
ろう

金
こん

千
ち

恵
え

子
こ

三
み

宅
やけ

周
いたる

、近
こ ん

藤
ど う

元
も と

第
だ い

1 部
ぶ

　合
が っ

唱
しょう

曲
きょく

コンサート	〜世
せ

界
か い

の名
めいきょく

曲〜
　・ヴェルディ作

さっきょく

曲		オペラ『ナブッコ』より　「行
い

け、我
わ

が想
おも

いよ、黄
おう

金
ごん

の翼
つばさ

に乗
の

って」

　・オッフェンバック作曲		オペレッタ『天
てん

国
ごく

と地
じ

獄
ごく

』より　「フレンチカンカン」

♬	みんなで歌ってみよう！
　・ベートーヴェン・藤

ふじ

澤
さわ

ノリマサ作
さっきょく

曲　「希
き

望
ぼう

の歌
うた

」

第
だ い

2 部
ぶ

　オペラをたのしもう！
モーツァルト作曲		オペラ『魔

ま

笛
てき

』より

日
に

本
ほん

語
ご

訳
やく

詞
し

　中
なか

山
やま

悌
てい

一
いち

　日本語台
せ り ふ

詞　斉
さい

藤
とう

祐
ゆう

一
いち

大きな蛇
へび

に襲
おそ

われた王子タミーノを助
たす

けたのは、闇
やみ

の世
せ

界
かい

を支
し

配
はい

する夜
よる

の女
じょ

王
おう

。

女王は娘
むすめ

のパミーナ姫
ひめ

が、悪
わる

者
もの

ザラストロにさらわれたことを悲
かな

しんでいます。

姫を助けに行
い

くことをきめたタミーノには魔
ま

法
ほう

の笛
ふえ

、お供
とも

のパパゲーノには銀
ぎん

の鈴
すず

が手
て

渡
わた

されますが、実
じつ

はザラストロがパミーナをさらったのには、大きなわけがあったのです。

お互
たが

いに思い合うタミーノとパミーナには、愛
あい

の強
つよ

さを確
たし

かめる試
し

練
れん

が待
ま

ち受
う

けます。

それは何
なに

があってもしゃべってはいけない「沈
ちん

黙
もく

」です。

パパゲーノもご褒
ほう

美
び

に運
うん

命
めい

の恋
こい

人
びと

に出
で

会
あ

えると聞
き

いて、一
いっしょ

緒にチャレンジします。

復
ふく

讐
しゅう

に燃
も

える夜の女王は、パミーナの見
み

る夢
ゆめ

の中
なか

にまで現
あらわ

れてザラストロを殺
ころ

すように

命
めい

令
れい

。パミーナは思い悩
なや

みますが、タミーノと２人でがんばって沈黙を続
つづ

け、ついにザラス

トロから結
けっこん

婚することを認
みと

められます。それを見てうらやましいパパゲーノ。自
じ

分
ぶん

も恋人

が欲
ほ

しいと願
ねが

って銀の鈴を鳴
な

らすと、そこにいたのは…？

導
みちび

いてくれた魔法の笛の力
ちから

に感
かん

謝
しゃ

するタミーノとパミーナ。

新
あたら

しい人
じん

生
せい

の出
しゅっぱつ

発を、誰
だれ

もがお祝
いわ

いするのでした。　　　　　　　

（ソプラノ/パパゲーナ役
やく

：秋
あき

津
つ

緑
みどり

）

〈二期会合唱団プロフィール〉

〈あらすじ〉

わたしたち二期会合唱団は全
ぜん

員
いん

、「二
に

期
き

会
かい

」という日本で一番大きな歌
か

手
しゅ

の団
だん

体
たい

に所
しょ

属
ぞく

してい

ます。「二期会」は歌手が 2,700人以上いるとても大きな団体で、いつもはオペラの公
こう

演
えん

に出
しゅつ

演
えん

したり、オーケストラと共
きょう

演
えん

したり、テレビ番
ばん

組
ぐみ

で歌
うた

ったりしています。映
えい

画
が

やゲームの音楽でも

合唱を担
たん

当
とう

しているので、みなさんも耳にしたことがあるかもしれません。合唱は、歌が上手なこと

はもちろんですが、みんなの息
いき

を合わせることがとても大
たい

切
せつ

で、練
れんしゅう

習が欠
か

かせません。今日も息
いき

の

合ったハーモニーをお聴
き

かせできるように、たくさん練習してきたので、たのしみにしてくださいね。

オペラ『魔笛』ハイライト

こう  えき ざい  だん  ほう じん とう きょう  に   き   かい

公益財団法人 東京二期会

二期会合唱団
に　　　　き 　　 かい　　　がっ　　 しょう　 だん

合唱公演
がっ      しょう      こう      えん


